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第１回横浜市学校規模適正化等検討委員会 会議録 

日 時 平成 25 年 11 月 19 日（火）18 時 30 分～20 時 00 分 

開 催 場 所 関内駅前第一ビル 302 会議室 

出 席 者 

（ 8 名 ） 

内海委員、小松委員、野木委員、長谷川委員、片岡委員、志村委員、斎藤委員、 

諏訪部委員 

欠 席 者 

（ １ 名 ） 

栗原委員 

開 催 形 態 公開（傍聴者 0 人） 

議 題 １ 教育委員会からの諮問 

２ 「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針」について

３ 部会の設置について 

４ その他 

決 定 事 項 １ 横浜市学校規模適正化等検討委員会委員長は小松委員に、副委員長は野木委員に

決定する。 

２ 引き続き、「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針」

  に基づいて、学校の統合、新設等を進めていく。 

３ 横浜市学校規模適正化等検討委員会の部会（栄区）を設置し、検討を進めていく。

議 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会からの諮問 

（事務局） 

「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針」に基づい 

て学校の統合、新設等を進めていくこと及び横浜市学校規模適正化等検討委員会の部

会を栄区の地域に設置することの２点の諮問内容について説明。 

 

 

２ 「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針」について

（事務局） 

 「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針」の内容につ

いて説明。 

 

（承認） 

 

 

３ 部会の設置について 

（事務局） 

 栄区の部会設置について説明。 

 

（承認） 



 

 2

質 疑 ・ 意 見 

（議事２につ

いて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 ３点ほど質問があります。 

１点目は、この基本方針について我々がそれを認識するということなのか、それと

も部分的に内容修正を検討する余地があるのかどうかということです。 

２点目は、大規模校や過大規模校が問題になっている背景についてご説明をお願い

します。 

３点目は、基本方針の中の「統合の対象となる地域」のところに、「近接」という

言葉が出てきますが、近接というのはどのくらいの範囲のことを指すのでしょうか。

（事務局） 

 １点目については、基本方針を認識していただき、これに沿って学校の統合、新設

等を進めていくことについて委員の皆様に確認を取りたいと考えています。 

 ２点目については、例えば大規模工場が撤退した後に大規模なマンション建設があ

ると、仮設校舎を設置しても受け入れができなかったり、新設校設置ができるような

空き地がなかったりといった問題があります。 

 ３点目については、適正な通学区域として、小学校は原則２キロ以内、中学校は３

キロ以内としているので、基本的には学校統合してもこの距離を超えないということ

で考えています。 

（委員） 

 横浜市には、事前に大規模な開発を調整する条例があるので、そのような条例と連

携することで大規模開発に対する対応も可能になるのではと思うので、そういったこ

とも視野に入れていただければと思います。 

 

（委員） 

 統合となると、小中学校の連携、通学距離、防災等、地域には様々な課題があるの

で、保護者の皆さんが安心できるような形で進めてほしいです。 

 

（委員） 

 学校の建て替えの基準は何年なのか教えてください。 

（事務局） 

 長寿命化を図るために、７０年もたせるようにメンテナンスをしていきます。 

 

（委員） 

 この基本方針を作ったときに想定していなかったことも起きていると思いますが、

具体的にどのようなことが想定外だったか教えてください。 

（事務局） 

 思った以上に工場撤退後のマンション開発が進んでいるのではという気がします。

小規模校対策よりも、大規模校対策についてもう少し課題分析していく必要があるの

かなと考えています。 
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（議事３につ

いて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 上郷中学校と庄戸中学校の築年数を見ますと、庄戸中学校のほうが新しいですが、

なぜ上郷中学校校舎を使用しての統合に決まったのでしょうか。 

（事務局） 

 場所や敷地の形状等を総合的に判断して、上郷中学校校舎を使用したほうが良いと

いうことになりました。 

 

（委員） 

 統合の際などには、教育委員会事務局をあげて学校を支援していただけるとありが

たいなと思います。 

 

（委員長） 

 栄区のケースでは、今の小学校５年生が中学校１年生になるときに統合なので、小

中学校で一緒に行事をやったりなど、交流を進めていったほうがいいと思います。 

（委員） 

 教育的観点からいうと、小中学校の連携は重要なので、早めに交流ができるように

動いたほうがいいと思います。 

（事務局） 

 部活動も含めて交流をしていきながら、学校統合がスムーズにいくように丁寧にや

っていきたいと考えています。 

 

（委員） 

 統合の検討をする際には、地域の方々の話を聞きながら進めるということでした

が、この「地域の方々」というのが誰のことを指しているか教えてください。 

（事務局） 

 自治会町内会、ＰＴＡ、学校関係者の方々です。 

資 料 

・ 

特 記 事 項 

１ 資料 
・横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針の概要、冊子 
・栄区小規模校対策の概要 

・栄区小規模校対策検討委員会検討状況 
・横浜市学校規模適正化等検討委員会条例（参考資料） 
・横浜市の保有する情報の公開に関する条例（抜粋）（参考資料） 
・横浜市附属機関の会議の公開に関する要綱（参考資料） 
 
２ 特記事項 

  なし 

 

 


